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?
?
　
千
葉
県
で
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
日
農
県
連
が
直
接
指
導
し
て
南
総
小
作
争
議
が
闘
わ
れ
た
が
、
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
夷
隅
郡
東
村
争
議
は
敗
北
に
終
わ
っ
て
い
た
。
︵
１
︶
そ
の
教
訓
を
ど
う
生
か
す
か
と
云
う
課
題
が
あ
り
、
ま
た
念
願
の
普
通
選
挙
に
よ
る
第
一
回
総
選
挙
が
一
九
二
八
年
二
月
に
実
施
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
と
云
う
課
題
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
地
主
に
よ
る
土
地
取
り
上
げ
の
攻
勢
が
激
化
す
る
中
、
同
年
五
月
に
日
農
と
全
日
農
が
合
同
し
て
全
国
農
民
組
合
︵
全
農
︶
が
誕
生
し
た
が
、
︵
２
︶
千
葉
県
で
も
十
二
月
に
全
農
千
葉
県
連
合
会
を
創
立
し
、
地
主
攻
勢
に
対
す
る
反
撃
体
制
を
構
築
す
る
課
題
が
あ
っ
 
た
。
︵
３
︶
本
稿
で
は
こ
の
全
農
県
連
を
中
心
に
し
て
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
千
葉
県
で
は
ど
の
よ
う
な
農
民
運
動
が
展
開
さ
れ
た
の
か
を
追
究
し
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
?
?
︵
１
︶
拙
著
﹃
近
代
房
総
の
社
会
経
済
と
政
治
﹄
彩
流
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
八
一
頁
︵
２
︶﹃
農
民
組
合
五
十
年
史
﹄
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
二
年
、
一
二
七
頁
︵
３
︶
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
八
年
十
二
月
十
六
日
付
︶
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
一
九
二
六
年
六
月
の
府
県
制
改
正
で
府
県
会
議
員
選
挙
に
も
普
通
選
挙
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
︵
１
︶
ま
ず
一
九
二
七
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
二
府
三
七
県
で
実
施
さ
れ
た
。
︵
２
︶
　
千
葉
県
で
は
一
九
二
三
年
九
月
に
行
わ
れ
る
は
ず
の
定
時
改
選
が
関
東
大
震
災
の
影
響
で
一
九
二
四
年
一
月
二
十
日
に
延
期
し
て
実
施
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
の
定
時
改
選
は
一
九
二
八
年
一
月
二
十
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
挙
に
県
内
の
無
産
政
党
で
は
労
農
党
県
連
が
一
九
二
七
年
十
一
月
十
二
日
に
拡
大
執
行
委
員
会
で
印
旛
・
長
生
・
山
武
・
東
葛
・
君
津
・
千
葉
の
六
郡
か
ら
一
名
ず
つ
の
立
候
補
方
針
を
決
定
し
た
。
︵
３
︶
日
本
労
農
党
︵
日
労
党
︶
県
支
部
は
一
月
に
石
橋
源
四
郎
派
が
労
農
党
か
ら
分
離
独
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
時
日
労
党
本
部
が
﹁
既
成
政
党
と
対
抗
す
べ
く
、
他
の
無
産
政
党
と
共
同
戦
線
を
張
る
﹂
と
主
唱
し
て
お
り
、
日
労
党
は
労
農
党
支
部
と
提
携
し
て
い
た
。
︵
４
︶
ま
た
社
会
民
衆
党
県
支
部
は
総
同
盟
の
決
定
を
尊
重
す
る
方
針
で
あ
り
、﹁
目
下
野
田
の
争
議
に
全
力
を
注
い
で
い
る
た
め
、
県
議
対
策
は
未
定
﹂
で
あ
っ
た
が
、
野
田
を
中
心
に
一
名
、
君
津
郡
醸
造
労
組
支
部
か
ら
一
名
の
立
候
補
を
模
索
し
て
い
た
。
労
農
党
は
十
二
月
に
入
り
印
旛
郡
加
納
友
吉
、
長
生
郡
田
中
芳
松
、
山
武
郡
堀
内
 晃
の
三
候
補
を
決
定
し
た
。
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旛
郡
に
は
佐
倉
・
八
街
・
成
田
・
県
北
の
四
支
部
が
あ
り
、
三
一
か
町
村
の
殆
ど
の
農
民
組
合
が
支
持
し
、
党
員
二
五
〇
名
、
農
民
組
合
員
一
、〇
〇
〇
名
を
擁
し
て
い
た
。
長
生
郡
で
は
党
員
六
〇
名
、
五
つ
の
農
民
組
合
の
組
合
員
は
一
〇
〇
名
で
あ
っ
た
が
、﹁
千
葉
県
で
最
も
闘
争
力
を
持
つ
組
合
﹂
が
支
持
し
て
い
た
。
山
武
郡
で
は
党
員
五
〇
名
、
五
組
合
の
組
合
員
は
二
〇
〇
名
と
云
わ
れ
て
い
た
。
︵
５
︶
　
十
二
月
二
十
五
日
労
農
党
県
連
書
記
長
の
大
浦
梅
夫
は
社
民
党
千
葉
県
第
一
支
部
を
訪
問
し
、
共
同
戦
線
を
申
し
入
れ
た
。
そ
し
て
二
十
七
日
の
同
党
常
任
執
行
委
員
会
で
は
、﹁
東
葛
か
ら
の
同
党
候
補
者
を
公
認
せ
ず
、
選
挙
費
用
は
社
民
党
に
寄
付
す
る
こ
と
﹂
を
決
定
し
た
。
東
葛
飾
郡
の
労
農
党
勢
力
は
党
員
六
四
名
、
農
民
組
合
六
六
〇
名
で
あ
っ
た
が
、
同
党
東
葛
支
部
で
は
県
連
の
方
針
に
従
わ
ず
、
国
分
村
自
小
作
農
の
鹿
倉
弥
吉
を
候
補
に
擁
立
し
、
国
分
村
他
七
か
村
の
農
民
組
合
、
船
橋
、
浦
安
の
漁
業
組
合
、
一
般
労
働
組
合
を
バ
ッ
ク
に
闘
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
︵
６
︶
　
届
出
で
は
労
農
党
が
加
納
友
吉
・
田
中
芳
松
・
堀
内
 晃
・
鹿
倉
弥
吉
の
四
名
、
社
民
党
か
ら
は
旭
村
議
で
社
民
党
県
第
一
支
部
執
行
委
員
の
戸
張
亀
吉
︵
東
葛
飾
郡
︶
で
あ
っ
た
。
︵
７
︶
社
民
党
は
野
田
・
行
徳
・
市
川
と
旭
村
・
梅
郷
村
の
農
村
部
を
合
わ
せ
て
党
員
五
、〇
〇
〇
名
を
擁
し
て
お
り
、﹁
既
成
政
党
方
面
か
ら
も
当
選
確
実
﹂
と
見
ら
れ
て
い
た
。
労
農
党
の
思
惑
で
は
加
納
は
﹁
党
員
が
多
い
だ
け
に
当
選
は
確
実
﹂、
田
中
は
長
生
郡
が
印
旛
郡
と
勢
力
伯
仲
の
勢
い
か
ら
﹁
当
選
確
実
﹂、
堀
内
は
﹁
今
後
の
活
動
で
次
点
位
ま
で
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
﹂
と
見
て
い
た
。
︵
８
︶
加
納
と
田
中
は
労
農
党
内
で
は
有
力
視
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
出
足
も
早
く
、
精
力
的
に
演
説
会
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
田
中
芳
松
候
補
の
場
合
を
取
り
上
げ
た
い
。
田
中
候
補
は
元
小
学
校
教
師
で
あ
り
、
当
時
長
生
郡
東
村
の
村
議
で
あ
っ
た
。
選
挙
事
務
長
は
土
睦
村
の
活
動
家
石
川
林
蔵
で
、
石
川
は
十
二
月
八
日
に
二
宮
本
郷
村
を
振
り
出
し
に
郡
内
各
政
党
の
幹
部
や
県
議
を
歴
訪
し
て
同
党
の
主
義
主
張
の
説
明
を
行
っ
た
。
石
川
を
始
め
南
総
小
作
争
議
の
関
係
者
は
一
九
二
七
年
二
月
に
夷
隅
郡
東
村
小
作
争
議
と
共
に
県
議
補
選
を
戦
っ
て
惨
敗
し
た
反
省
か
ら
、
演
説
会
方
式
を
組
織
と
し
て
精
力
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
年
末
の
二
十
九
、
三
十
、
三
十
一
日
の
三
日
間
は
一
二
名
の
委
員
と
三
名
の
事
務
員
が
ビ
ラ
印
刷
、
ポ
ス
タ
ー
書
き
と
ビ
ラ
配
布
を
行
い
、
元
旦
か
ら
の
演
説
会
を
準
備
し
た
。
演
説
会
は
投
票
日
ま
で
の
間
に
二
一
回
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
元
旦
午
後
一
時
か
ら
の
一
宮
町
公
会
堂
に
始
ま
り
、
東
村
で
四
隊
に
別
れ
て
の
ビ
ラ
撒
き
行
動
を
行
っ
た
一
月
二
日
を
除
き
、
一
月
十
八
日
ま
で
?
?
の
よ
う
に
町
村
単
位
で
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
︵
９
︶
　
一
宮
町
の
場
合
で
は
﹁
党
員
二
〇
名
位
、
聴
衆
五
〇
〇
名
、
聴
衆
堂
に
あ
ふ
れ
、
立
錐
の
余
地
な
し
、
中
止
一
回
、
注
意
数
回
︵
略
︶
殊
に
鈴
木
・
糸
川
・
中
西
三
君
の
演
説
は
聴
衆
に
多
大
な
感
動
を
与
え
た
、
最
後
に
は
万
歳
を
叫
ぶ
も
の
さ
え
あ
っ
た
﹂
と
滑
り
出
し
は
好
調
で
、
ま
た
一
月
六
日
鶴
枝
小
学
校
で
の
演
説
会
は
﹁
党
員
二
〇
名
位
、
聴
衆
三
〇
〇
名
、
暴
圧
を
受
け
た
る
た
め
、
各
弁
士
殺
気
を
含
み
、
満
場
熱
誠
を
以
て
迎
え
た
、
候
補
の
演
説
も
実
に
当
た
っ
た
、
臨
監
は
注
意
も
伝
え
ず
、
こ
の
気
勢
に
呑
ま
れ
て
ボ
ン
ヤ
リ
し
て
い
た
﹂
と
云
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
﹁
毎
日
引
致
さ
れ
る
者
が
相
次
ぐ
﹂
状
態
で
、
演
説
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
警
察
と
数
回
の
強
硬
談
判
を
行
い
、
深
夜
に
及
ぶ
放
免
の
勝
ち
取
り
を
く
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
演
説
の
効
果
は
﹁
先
日
は
遠
路
態
々
と
御
出
下
さ
れ
、
我
等
無
産
階
級
の
共
鳴
す
る
演
説
を
成
し
下
さ
れ
有
難
く
御
礼
申
上
候
、
実
は
私
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
な
る
を
以
て
農
民
組
合
の
如
き
物
を
組
織
致
さ
ん
か
と
日
夜
思
ひ
居
り
候
へ
共
、
如
何
せ
ん
横
暴
な
る
地
主
階
級
の
圧
迫
を
恐
れ
て
堅
く
秘
し
て
口
に
せ
ざ
り
し
も
、
先
日
の
演
説
に
て
皆
吾
々
プ
ロ
連
中
に
非
常
な
共
鳴
者
有
る
を
発
見
致
し
候
へ
ば
、
直
様
私
よ
り
組
合
組
織
の
話
を
致
さ
ん
か
と
思
ひ
候
ひ
し
が
、
若
し
不
調
に
終
り
、
地
主
連
中
に
洩
れ
で
も
致
さ
ん
か
、
彼
等
は
猛
烈
な
る
圧
迫
を
私
に
す
る
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
な
事
に
候
、
故
に
御
面
倒
乍
ら
貴
党
よ
り
無
産
新
聞
、
若
し
く
は
宣
伝
文
書
、
組
合
規
約
書
等
の
物
を
無
償
配
付
し
て
徐
々
と
彼
等
の
思
潮
を
高
め
、
機
会
熟
さ
ば
私
よ
り
話
を
進
め
る
予
定
に
付
、
是
非
貴
党
に
て
も
其
旨
御
承
知
下
さ
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れ
度
候
、
就
て
は
左
に
其
共
鳴
者
の
名
を
申
上
候
、
何
れ
も
青
年
、
壮
年
の
人
々
の
み
に
候
︵
略
︶
田
中
芳
松
候
補
に
対
し
て
は
私
は
必
ず
入
れ
ま
す
﹂
と
の
候
補
者
へ
書
簡
が
送
ら
れ
て
来
て
お
り
、
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
 
あ
る
。︶10
︵
　
田
中
候
補
へ
の
得
票
が
多
か
っ
た
町
村
は
小
作
争
議
が
起
こ
っ
て
い
た
り
、
過
去
に
争
議
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
長
生
郡
は
四
町
二
二
か
村
あ
り
、
一
一
町
村
で
は
得
票
率
が
五
％
以
上
で
、
田
中
候
補
は
善
戦
で
あ
っ
た
。
し
か
し
演
説
会
が
開
か
れ
な
い
村
が
一
〇
か
村
も
あ
り
、
そ
の
多
く
は
労
農
党
の
影
響
力
が
殆
ど
及
ば
な
い
地
域
で
、
組
織
力
の
不
足
は
否
め
な
か
っ
た
。
　
こ
の
県
議
選
の
結
果
は
政
友
派
二
四
、
民
政
一
五
、
中
立
二
が
当
選
と
な
り
、
全
国
の
傾
向
と
同
じ
く
政
友
派
が
圧
勝
し
た
。
無
産
党
で
は
加
納
一
、八
二
七
票
、
田
中
一
、〇
六
〇
票
、
戸
張
一
、八
三
七
票
の
三
人
が
法
定
次
点
で
あ
っ
た
。
労
農
党
県
連
が
東
葛
飾
郡
で
社
民
党
候
補
を
応
援
す
る
方
針
を
決
定
し
て
い
た
が
、
戸
張
と
鹿
倉
の
得
票
を
合
計
す
る
と
最
下
位
当
選
者
を
上
回
る
も
の
で
、
統
一
し
て
闘
え
ば
千
葉
県
で
無
産
党
初
議
席
の
可
能
性
は
現
実
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。︶11
︵
議
席
こ
そ
獲
得
出
来
な
か
っ
た
が
、
労
農
党
が
﹁
新
興
勢
力
と
し
て
社
会
民
衆
党
と
と
も
に
無
産
者
側
の
候
補
を
立
て
て
戦
っ
た
こ
と
は
、
県
政
史
に
新
し
い
紀
元
を
画
く
す
る
も
の
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
﹂
と
新
聞
も
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。︶12
︵
　
県
議
選
か
ら
一
か
月
後
の
二
月
二
十
日
に
普
選
第
一
回
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
労
農
党
は
一
月
三
十
日
に
竹
尾
 弌
︵
労
農
党
県
連
執
行
委
員
長
︶
を
千
葉
県
第
二
区
か
ら
出
馬
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。︶13
︵
選
挙
事
務
所
は
県
連
本
部
の
あ
っ
た
佐
倉
町
に
置
き
、
選
挙
事
務
長
は
印
旛
郡
本
埜
村
小
作
争
議
リ
ー
ダ
ー
の
岩
井
伝
治
で
あ
っ
た
。
選
挙
運
動
は
運
動
費
が
少
な
く
、
文
書
戦
を
余
り
行
わ
ず
、
ポ
ス
タ
ー
も
少
な
く
、
言
論
戦
一
点
張
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
取
締
は
厳
重
を
極
め
、
二
月
十
五
日
の
佐
原
小
学
校
の
演
説
会
で
は
前
後
八
回
に
わ
た
っ
て
弁
士
中
止
が
あ
っ
た
。︶14
︵
　
第
二
区
は
定
員
三
名
で
当
初
五
名
が
立
候
補
し
た
が
、
二
月
十
三
日
に
中
立
を
標
榜
し
て
い
た
大
地
主
の
海
老
原
卓
爾
元
県
議
が
突
然
に
辞
退
し
た
た
め
、
吉
植
庄
一
郎
、
今
井
健
彦
の
政
友
派
現
職
と
鵜
沢
宇
八
民
政
派
元
議
員
の
事
実
上
の
指
定
席
と
な
っ
て
し
ま
い
、﹁
無
風
選
挙
区
﹂
で
あ
っ
た
。
当
時
の
労
農
党
は
議
席
獲
得
だ
け
が
目
標
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
精
力
的
に
運
動
を
展
開
し
、
農
民
組
合
の
な
い
海
上
、
匝
瑳
両
郡
で
は
孤
軍
奮
闘
し
な
が
ら
も
一
、八
三
五
票
を
取
っ
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
六
、九
六
〇
票
で
法
定
次
点
に
漕
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
﹁
あ
れ
だ
け
の
得
票
を
得
た
の
は
新
興
勢
力
の
台
頭
を
示
す
も
の
と
し
て
意
味
深
い
も
の
が
あ
る
﹂
と
予
想
以
上
、
善
戦
と
云
う
新
聞
の
評
価
が
多
か
っ
た
。
労
農
党
県
連
執
行
委
員
で
長
生
郡
土
睦
村
の
石
川
林
蔵
は
﹁
得
票
僅
か
七
〇
票
﹂
と
誤
電
さ
れ
る
と
、﹁
信
じ
ら
れ
な
い
﹂
と
汽
車
の
な
い
深
夜
に
長
生
郡
か
ら
陸
路
七
二
キ
ロ
を
マ
ラ
ソ
ン
で
走
り
、
翌
朝
六
時
に
佐
倉
の
本
部
に
到
着
し
て
得
票
結
果
を
知
り
、
喜
び
と
疲
れ
で
そ
の
場
に
卒
倒
し
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
労
農
党
員
の
献
身
的
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
好
結
果
を
も
た
ら
し
た
た
も
の
で
あ
っ
た
。︶15
︵
　
町
村
議
選
も
普
選
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
二
八
年
か
ら
翌
年
七
月
に
か
け
て
県
下
三
四
〇
町
村
の
大
半
で
実
施
さ
れ
た
。
　
議
員
数
四
、五
〇
二
人
の
う
ち
二
、九
〇
五
人
は
新
人
で
あ
っ
た
。
従
来
の
選
挙
と
異
な
り
、
無
産
階
級
の
進
出
が
目
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、﹁
町
村
会
に
政
党
の
必
要
無
し
﹂
と
云
う
意
識
が
根
強
い
こ
と
、
ま
た
政
友
派
が
比
較
的
に
多
く
、
無
産
党
の
所
属
者
は
二
〇
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
特
色
で
あ
っ
た
。︶16
︵
?
?
︵
１
︶﹃
近
代
日
本
総
合
年
表
第
三
版
﹄
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
二
六
八
頁
︵
２
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
日
日
新
聞
市
内
版
﹂︵
一
九
二
七
年
十
月
十
七
日
付
︶ 
一
、四
八
五
議
席
中
政
友
七
一
四
、
民
政
五
六
九
、
中
立
一
六
二
、
無
産
二
八
、
そ
の
他
一
二
で
あ
っ
た
。
未
改
選
の
八
都
道
府
県
は
北
海
道
・
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
・
千葉経済大学短期大学部研究紀要
　
第
８
号

島
根
・
佐
賀
・
沖
縄
︵
３
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
七
年
十
一
月
十
六
日
付
︶
︵
４
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
七
年
十
一
月
二
十
六
日
付
︶
︵
５
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
七
年
十
二
月
九
日
付
︶
労
農
党
の
千
葉
市
郡
で
は
党
員
一
〇
八
名
、
借
家
人
組
合
二
〇
〇
人
、
農
民
組
合
三
支
部
、
君
津
郡
に
は
正
式
党
員
は
お
ら
ず
、
三
つ
の
農
民
組
合
が
あ
っ
た
が
、
立
候
補
出
来
な
か
っ
た
。
︵
６
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
七
年
十
二
月
十
七
日
付
︶﹁
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
七
年
十
二
月
二
十
九
日
付
︶
︵
７
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
読
売
新
聞
千
葉
版
﹂︵
一
九
二
八
年
一
月
十
四
日
付
︶
︵
８
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
八
年
一
月
十
五
日
付
︶
︵
９
︶
大
塚
良
一
氏
蔵
﹁
大
塚
良
平
手
記
﹂
︵
10︶
前
掲
大
塚
良
一
氏
蔵
﹁
日
吉
村
徳
増
石
井
儀
重
か
ら
田
中
芳
松
宛
書
簡
﹂
こ
の
書
簡
に
は
一
六
名
の
名
前
・
年
齢
・
階
層
が
書
き
添
え
ら
れ
て
あ
る
、
日
吉
村
は
得
票
が
一
七
票
で
あ
り
、
こ
の
人
々
が
投
票
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
︵
11︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹃
千
葉
県
議
会
史
﹄
第
四
巻
、
一
九
八
二
年
、
二
七
八
頁
︵
12︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
八
年
一
月
二
十
四
日
付
︶
︵
13︶
中
村
政
弘
﹁
竹
尾
 弌
ー
無
産
運
動
と
﹁
戦
後
﹂
の
出
発
﹂︵
成
田
市
史
研
究
第
二
七
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
〇
頁
︶
に
よ
れ
ば
、
竹
尾
︵
一
八
九
六
ー
一
九
五
八
︶
は
印
旛
郡
八
生
村
大
竹
出
身
、
東
京
外
国
語
学
校
卒
業
後
、
一
九
一
八
年
五
月
シ
ベ
リ
ア
派
遣
軍
司
令
部
通
訳
官
に
な
り
、
帰
国
後
新
聞
記
者
を
務
め
、
安
部
磯
雄
の
思
想
に
共
鳴
、
一
九
二
六
年
頃
か
ら
農
民
運
動
に
関
係
。
︵
14︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
八
年
二
月
十
七
日
付
︶
︵
15︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
八
年
二
月
二
十
三
日
付
︶
︵
16︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
読
売
新
聞
千
葉
版
﹂︵
一
九
二
九
年
八
月
四
日
付
︶
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
一
九
二
八
年
五
月
二
十
七
日
に
分
裂
し
て
い
た
日
農
と
全
日
農
は
大
阪
で
合
同
大
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
合
同
し
た
こ
と
の
要
因
は
①
地
主
攻
勢
の
激
化
、
②
三
・
一
五
事
件
で
日
農
指
導
層
の
一
部
が
検
挙
さ
れ
交
替
が
あ
っ
た
こ
と
、
③
政
府
の
弾
圧
強
化
へ
の
対
応
等
の
た
め
で
あ
っ
た
。
︵
１
︶
　
こ
の
中
央
の
動
き
に
千
葉
県
で
は
五
月
二
十
日
に
日
農
県
連
執
行
委
員
会
は
合
同
に
賛
成
す
る
協
議
を
行
い
、
二
十
五
日
に
は
全
日
農
県
連
委
員
長
で
千
葉
労
農
党
委
員
長
で
も
あ
っ
た
石
橋
源
四
郎
宅
で
合
同
大
会
出
席
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
そ
し
て
合
同
大
会
に
日
農
県
連
で
は
平
賀
寅
松
執
行
委
員
長
と
和
田
橘
治
常
任
委
員
が
出
席
し
た
。
︵
２
︶
合
同
大
会
で
は
組
合
と
無
産
政
党
の
関
係
に
つ
い
て
は
 
﹁
組
合
と
政
党
を
截
然
と
区
別
す
べ
き
こ
と
。
農
民
組
合
は
主
と
し
て
農
民
大
衆
の
経
済
的
利
害
の
為
の
闘
争
の
機
関
で
あ
り
、
無
産
政
党
は
被
圧
迫
民
衆
の
政
治
的
日
常
闘
争
の
機
関
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
両
者
は
相
依
り
、
相
扶
け
て
無
産
階
級
運
動
を
進
展
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
組
織
任
務
の
混
合
を
避
け
截
然
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
︵
略
︶
農
民
組
合
の
政
治
闘
争
は
、
そ
の
経
済
闘
争
の
発
展
の
結
果
と
し
て
の
闘
争
で
あ
っ
て
、
組
合
の
立
場
よ
り
す
る
政
治
闘
争
は
一
定
の
限
界
、
任
務
が
明
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
﹂
と
規
定
し
、﹁
組
合
と
し
て
は
何
れ
の
政
党
と
も
支
持
関
係
を
結
ば
ず
、
た
だ
し
個
人
と
し
て
は
何
れ
の
政
党
に
も
加
入
の
自
由
を
認
め
る
﹂
こ
と
を
決
定
し
た
。
︵
３
︶
こ
れ
は
分
裂
の
苦
い
体
験
か
ら
学
ん
だ
日
本
農
民
運
動
の
英
知
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
︵
４
︶
合
同
大
会
で
全
国
農
民
組
合
︵
全
農
︶
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
千
葉
県
は
鳥
取
県
と
並
ん
で
五
月
中
に
合
同
を
完
了
し
て
い
た
。
日
農
と
全
日
農
の
合
同
で
印
旛
郡
大
森
・
白
井
・
船
穂
・
松
崎
・
永
治
の
五
支
部
、
千
葉
郡
二
宮
、
東
葛
飾
郡
鎌
个
谷
・
法
典
・
土
村
の
四
支
部
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
香
取
郡
で
本
大
須
賀
・
豊
和
・
隣
接
の
印
旛
郡
遠
山
の
三
支
部
が
誕
生
し
て
い
た
の
で
、
全
農
県
連
は
県
下
に
四
六
支
部
、
組
合
員
一
、二
〇
〇
名
の
組
織
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
︵
５
︶
　
全
農
県
連
創
立
大
会
は
十
二
月
十
五
日
に
八
街
町
繭
市
場
を
会
場
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
県
特
高
課
は
十
一
日
に
①
デ
モ
行
進
は
認
め
な
い
、
②
階
級
闘
争
を
示
す
よ
う
な
活
動
写
真
や
ド
ラ
マ
の
上
演
は
認
め
な
い
、
③
文
書
の
宣
伝
は
認
め
な
い
等
の
厳
し
い
取
締
方
針
を
決
め
、
当
日
は
二
〇
〇
名
の
警
官
を
動
員
し
て
警
戒
に
当
た
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
　
大
会
参
加
者
は
﹁
沿
線
各
駅
か
ら
続
々
参
集
す
る
同
志
を
迎
え
て
農
民
組
合
員
約
四
〇
〇
名
、
娘
子
軍
三
〇
余
名
を
混
じ
へ
て
示
威
行
動
を
な
し
つ
つ
、
組
合
旗
十
数
旗
を
押
し
立
て
、
農
民
歌
を
高
唱
し
つ
つ
二
〇
〇
余
名
の
警
官
隊
の
人
垣
を
縫
っ
て
﹂
会
場
に
入
場
し
た
。
大
会
は
組
合
員
そ
の
他
八
〇
〇
名
を
集
め
て
午
前
十
一
時
か
ら
開
始
さ
れ
、
中
央
本
部
か
ら
三
宅
正
一
、
青
木
恵
一
郎
の
来
賓
祝
辞
が
あ
っ
た
。
午
後
三
時
議
事
進
行
中
に
加
納
友
吉
が
﹁
八
街
町
小
作
争
議
応
援
緊
急
動
議
の
説
明
﹂
中
に
突
然
中
止
命
令
が
発
せ
ら
れ
、
聴
衆
に
動
揺
が
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
臨
監
の
大
野
警
部
補
が
直
ち
に
解
散
を
命
じ
る
と
、
場
内
は
騒
然
と
な
り
、
大
会
運
営
の
幹
部
と
警
官
が
小
競
り
合
い
と
な
っ
た
。
そ
の
ど
さ
く
さ
に
関
口
進
惟
、
新
津
撮
山
︵
辰
蔵
︶
外
二
名
の
幹
部
が
検
束
さ
れ
て
場
内
は
大
混
乱
に
陥
り
、﹁
百
余
名
の
警
官
が
聴
衆
を
場
外
へ
追
い
出
さ
ん
と
し
て
殺
到
し
、
組
合
員
、
傍
聴
者
の
区
別
な
く
蹴
飛
ば
す
な
ど
の
乱
暴
を
極
め
﹂、
二
九
名
が
検
束
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
午
後
四
時
か
ら
は
同
町
会
館
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
が
上
演
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
流
れ
て
し
ま
い
、
大
会
運
営
の
幹
部
は
同
町
八
雲
館
に
集
合
し
、
午
後
六
時
か
ら
﹁
当
局
糾
弾
﹂
の
演
説
会
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
大
会
が
途
中
で
解
散
と
な
っ
た
た
め
、
予
算
審
議
や
役
員
改
選
が
出
来
な
 
か
っ
た
の
で
、
一
月
早
々
に
拡
大
理
事
会
を
開
く
こ
と
で
散
会
し
た
。
︵
６
︶
　
一
九
二
九
年
一
月
十
日
に
は
代
表
者
会
議
が
開
か
れ
、
執
行
委
員
長
に
平
賀
寅
松
、
執
行
委
員
に
和
田
橘
治
外
一
六
名
、
統
制
委
員
に
加
納
友
吉
、
石
橋
源
四
郎
外
二
名
を
選
出
し
、
全
農
県
連
の
指
導
体
制
が
漸
く
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
︵
７
︶
?
?
︵
１
︶
前
掲
﹃
農
民
組
合
五
十
年
史
﹄
一
二
七
頁
、
三
・
一
五
事
件
で
千
葉
県
で
は
起
訴
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
平
賀
寅
松
、
石
川
林
蔵
、
近
藤
忠
治
、
大
塚
良
平
、
實
川
清
之
が
検
挙
さ
れ
て
い
る
。
︵
２
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
八
年
五
月
二
十
二
日
付
︶
︵
３
︶
青
木
恵
一
郎
編
﹃
日
本
農
民
運
動
史
料
集
成
﹄
第
二
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
六
年
、
八
二
頁
︵
４
︶
前
掲
﹃
農
民
組
合
五
十
年
史
﹄
︵
５
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
読
売
新
聞
千
葉
版
﹂︵
一
九
二
八
年
九
月
三
十
日
付
︶
︵
６
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
八
年
十
二
月
十
六
日
付
︶
︵
７
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
九
年
一
月
十
一
日
付
︶
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
一
九
二
八
年
に
入
っ
て
小
作
側
は
極
め
て
消
極
的
に
な
り
、
逆
に
地
主
側
は
攻
勢
と
な
っ
て
急
速
に
小
作
地
没
収
の
訴
訟
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
︵
１
︶
県
農
会
が
一
九
二
六
年
六
月
か
ら
一
九
二
七
年
五
月
迄
の
一
か
年
間
に
お
け
る
小
作
地
返
還
の
処
分
状
況
を
調
査
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
返
還
地
の
総
面
積
は
一
六
九
町
歩
余
で
、
返
還
原
因
は
、
収
支
不
償
と
土
地
所
有
者
の
移
動
が
各
三
四
町
歩
で
一
番
多
く
、
小
作
争
議
は
二
一
町
歩
で
あ
っ
た
。
そ
の
返
還
さ
れ
た
小
作
地
は
転
小
作
六
九
町
歩
、
地
主
の
自
作
五
四
町
歩
、
再
小
作
二
四
町
歩
で
あ
っ
て
、
地
主
が
土
地
を
取
り
上
げ
て
い
る
実
態
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
︵
２
︶
　
一
九
二
〇
年
代
前
半
迄
は
小
作
人
側
に
有
利
な
解
決
を
見
た
こ
と
が
多
く
、 
全
国
的
に
は
小
作
料
は
三
割
方
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
云
わ
れ
て
い
た
が
、
﹁
一
九
二
八
年
三
・
一
五
事
件
と
労
農
党
解
散
命
令
を
契
機
に
地
主
側
の
鼻
息
が
荒
く
な
り
﹂、
地
主
側
は
﹁
近
頃
で
は
争
議
が
勃
発
す
る
や
、
直
ち
に
立
入
禁
止
、
立
毛
差
押
へ
等
の
最
後
的
手
段
に
出
て
、
小
作
人
側
よ
り
争
議
調
停
を
申
し
立
て
一九三〇年代初頭の千葉県農民運動
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第
８
号

る
や
う
に
仕
向
け
、
結
局
は
各
地
共
争
議
の
中
心
人
物
の
小
作
地
を
取
り
上
げ
て
し
ま
ふ
場
合
が
多
く
﹂
と
云
う
地
主
攻
勢
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
︵
３
︶
　
こ
の
時
期
の
地
主
攻
勢
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
都
市
開
発
に
伴
う
小
作
地
の
取
り
上
げ
で
あ
る
。
　
東
葛
飾
郡
八
栄
村
で
は
一
九
二
八
年
春
頃
か
ら
＂
栄
和
荘
＂
な
る
看
板
を
掲
げ
て
新
那
須
土
地
会
社
が
東
京
の
一
流
名
士
を
相
手
に
宅
地
分
譲
を
行
っ
て
い
た
。
土
地
を
手
に
入
れ
た
人
の
中
に
は
歌
人
の
吉
井
 勇
等
が
い
た
。
こ
の
会
社
の
販
売
し
て
い
た
土
地
は
一
八
六
九
年
十
二
月
に
開
墾
会
社
の
一
人
で
あ
っ
た
星
野
清
左
衛
門
が
荒
野
を
小
作
人
に
開
墾
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
六
〇
年
間
に
二
、
三
の
地
主
に
所
有
権
は
移
動
し
た
が
、
事
実
上
の
永
小
作
権
が
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
新
那
須
土
地
会
社
は
一
九
二
八
年
に
二
和
、
三
咲
で
二
〇
〇
町
歩
の
小
作
人
が
耕
作
し
て
い
る
田
畑
を
取
得
し
た
が
、
当
初
は
前
地
主
細
川
久
助
と
同
様
の
態
度
を
取
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
二
九
年
三
月
十
五
日
に
至
り
、
新
那
須
土
地
会
社
は
現
地
の
新
興
土
地
会
社
に
土
地
分
譲
を
委
任
し
、
新
興
土
地
会
社
は
三
〇
〇
人
の
小
作
人
に
小
作
証
書
の
差
し
出
し
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
証
書
に
は
一
九
三
一
年
一
月
に
土
地
を
明
け
渡
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
小
作
人
中
の
二
〇
戸
に
と
っ
て
は
期
限
が
来
れ
ば
立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
住
む
所
す
ら
な
く
な
る
も
の
で
、
非
常
な
悲
惨
さ
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
に
小
作
側
は
提
出
に
応
じ
ず
、
会
社
側
に
換
地
又
は
反
当
た
り
二
〇
〇
円
の
作
離
料
を
要
求
し
た
。
し
か
し
会
社
側
が
拒
絶
し
た
こ
と
か
ら
争
議
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
︵
４
︶
小
作
側
は
二
和
区
門
田
冨
蔵
外
二
名
と
鎌
个
谷
村
葛
山
源
三
郎
外
一
名
が
総
代
と
な
っ
て
千
葉
地
裁
に
小
作
調
停
裁
判
を
求
め
て
た
。
一
九
三
〇
年
七
月
二
十
四
日
に
千
葉
地
裁
で
平
山
判
事
、
松
下
小
作
官
等
一
〇
の
調
停
委
員
に
よ
る
調
停
会
議
が
開
か
れ
た
が
纏
ま
ら
ず
、
二
十
八
日
に
な
っ
て
会
社
側
が
①
七
年
間
の
立
ち
退
き
猶
予
期
間
を
与
え
る
、
②
三
年
間
は
小
作
料
無
料
と
す
る
、
③
残
り
四
年
間
は
僅
少
の
小
作
料
と
す
る
の
回
答
を
行
い
、
漸
く
両
者
は
妥
協
す
る
こ
と
で
落
着
し
た
。
︵
５
︶
こ
の
争
議
で
は
調
停
に
活
躍
し
た
松
下
小
作
官
に
小
作
人
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
た
が
、
東
京
有
名
人
の
住
宅
地
取
得
の
た
め
に
、
墳
墓
の
地
を
含
め
て
永
年
住
み
慣
れ
た
土
地
を
追
い
出
さ
れ
る
小
作
人
た
ち
の
悲
哀
は
消
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
︵
６
︶
　
八
街
町
住
野
地
区
で
は
東
京
居
住
の
地
主
伊
藤
喜
助
が
小
作
畑
地
一
四
〇
町
歩
を
酒
々
井
町
の
飯
沼
喜
一
郎
に
七
万
円
で
売
却
交
渉
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
飯
沼
が
土
地
を
買
い
入
れ
て
資
本
金
三
五
万
円
の
東
京
蔬
菜
会
社
を
設
立
 
し
、
畑
地
を
小
作
人
か
ら
引
き
上
げ
、
会
社
の
野
菜
畑
に
し
、
朝
鮮
か
ら
労
働
者
を
移
入
し
て
耕
作
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
と
云
う
噂
が
広
が
っ
た
。
︵
７
︶
　
そ
こ
で
鈴
木
喜
次
郎
町
長
代
理
と
農
民
代
表
の
鈴
木
 豊
が
伊
藤
宅
を
訪
問
し
、
﹁
他
の
人
に
売
る
な
ら
、
開
墾
以
来
直
接
耕
作
し
て
い
る
農
民
に
売
っ
て
欲
し
い
﹂
と
申
し
入
れ
、
さ
ら
に
前
山
長
次
郎
町
長
も
訪
問
し
て
懇
請
し
た
が
拒
絶
さ
れ
た
。
そ
し
て
ま
だ
交
渉
継
続
中
の
一
九
二
九
年
十
二
月
十
七
日
に
伊
藤
は
﹁
通
知
人
が
被
通
知
人
に
対
し
て
有
す
る
別
紙
記
載
の
債
権
を
今
般
千
葉
県
酒
々
井
町
馬
橋
飯
沼
喜
一
郎
へ
譲
渡
致
候
也
﹂
と
の
内
容
証
明
を
小
作
人
た
ち
に
送
り
付
け
、
耕
地
返
還
と
居
宅
の
立
ち
退
き
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
一
月
六
日
に
小
作
人
全
員
が
伊
藤
宅
を
訪
れ
話
し
合
っ
た
が
不
調
に
終
わ
っ
た
た
め
、
小
作
側
で
は
千
葉
地
裁
へ
小
作
調
停
の
申
し
立
て
を
行
う
一
方
、
千
葉
労
農
党
と
全
農
県
連
に
応
援
を
求
め
て
小
作
争
議
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
三
月
十
一
日
に
第
一
回
の
調
停
が
始
ま
り
、
一
九
三
一
年
八
月
十
三
日
に
至
っ
て
、
①
小
作
二
〇
人
の
居
宅
と
畑
地
全
部
を
反
当
た
り
五
〇
円
と
し
、
三
か
年
以
内
に
自
作
農
創
設
資
金
で
買
い
取
る
、
②
一
九
三
二
年
か
ら
の
小
作
料
は
反
当
た
り
三
円
と
す
る
、
③
一
九
三
一
年
ま
で
の
未
納
小
作
料
は
免
除
す
る
と
の
示
談
が
成
立
し
、
そ
れ
を
裁
判
所
が
﹁
本
件
小
作
争
議
調
停
は
之
を
認
可
す
﹂
と
の
判
決
を
下
し
た
こ
と
で
法
定
和
解
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
︵
８
︶
　
印
旛
郡
遠
山
村
十
余
三
地
区
で
は
大
阪
の
大
地
主
石
井
定
七
が
畑
地
七
〇
町
歩
を
所
有
し
、
小
作
人
四
〇
余
人
が
耕
作
し
て
い
た
が
、
破
産
し
た
た
め
に
債
権
者
住
友
、
鴻
池
銀
行
の
申
請
で
競
売
に
付
さ
れ
て
、
一
九
二
九
年
八
月
に
東
京
の
金
融
業
者
横
山
与
一
が
落
札
し
た
。
横
山
は
小
作
人
に
対
し
、
従
来
一
反
歩
五
円
の
小
作
料
を
倍
額
の
一
〇
円
に
値
上
げ
通
告
を
行
い
、
争
議
と
な
っ
た
。
小
作
人
中
全
農
に
加
入
し
て
い
る
一
一
名
は
抗
争
す
る
作
戦
に
出
て
、
ま
た
全
農
未
加
入
の
三
〇
余
名
は
県
か
ら
の
自
作
農
創
設
維
持
資
金
を
借
り
入
れ
、
土
地
を
購
入
し
た
い
と
、
両
者
共
に
県
小
作
官
に
調
停
方
を
依
頼
し
た
。
松
下
小
作
官
は
﹁
一
〇
円
の
値
上
げ
は
無
理
と
思
う
、
尤
も
そ
れ
は
地
主
と
し
て
の
態
度
で
は
な
く
、
金
融
業
者
と
し
て
の
態
度
だ
、
落
札
価
格
は
五
、〇
七
八
円
と
聞
く
が
、
新
地
主
は
誠
意
が
あ
ら
ば
、
反
七
、
八
〇
円
で
自
作
農
資
金
の
借
入
出
来
る
手
合
い
に
土
地
を
分
譲
す
る
の
が
、
最
も
策
の
得
た
も
の
と
思
う
﹂
と
あ
き
れ
て
語
っ
て
い
た
。
︵
９
︶
　
横
山
は
内
容
証
明
で
小
作
人
四
〇
余
名
に
返
還
を
要
求
し
た
。
一
一
名
は
全
農
遠
山
支
部
に
相
談
し
、
全
農
県
連
の
応
援
を
求
め
た
。
一
方
土
地
購
入
希
望
の
農
民
は
横
山
か
ら
反
当
た
り
一
一
〇
円
と
云
わ
れ
、
誰
も
応
じ
る
者
が
な
か
っ
た
。
横
山
は
一
九
三
〇
年
七
月
に
千
葉
地
裁
へ
強
制
明
け
渡
し
認
可
申
請
を
行
い
、
小
作
側
は
小
作
調
停
を
申
請
し
て
、
係
争
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
結
末
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。︶10
︵
　
も
う
一
つ
の
地
主
攻
勢
の
特
徴
は
大
規
模
争
議
の
勃
発
で
あ
る
。
　
一
九
二
八
年
秋
に
印
旛
郡
本
埜
村
で
は
印
旛
沼
の
水
害
で
稲
作
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
九
月
二
十
五
日
に
水
田
八
〇
〇
町
歩
の
小
作
人
五
二
〇
名
は
同
村
笠
神
の
南
陽
院
に
小
作
総
会
を
開
き
、
岩
井
伝
治
小
作
会
長
を
代
表
に
﹁
本
年
度
小
作
料
早
稲
五
割
、
中
・
晩
稲
三
割
、
麦
五
割
、
大
豆
五
割
﹂
の
減
額
要
求
を
水
田
八
八
町
、
畑
六
三
町
を
所
有
し
、
千
葉
県
第
五
位
の
大
地
主
で
あ
っ
た
海
老
原
卓
爾
や
九
二
名
の
地
主
に
行
っ
た
。︶11
︵
地
主
側
は
二
十
八
日
に
朝
日
屋
で
地
主
会
議
を
行
っ
た
が
、﹁
要
求
は
不
当
で
あ
る
﹂
と
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
争
議
が
勃
発
し
た
の
で
あ
る
。︶12
︵
岩
井
伝
治
は
﹁
本
村
で
は
一
九
二
四
年
不
作
で
小
作
争
議
が
勃
発
し
、
そ
の
際
地
主
・
小
作
間
で
五
か
年
間
の
小
作
料
協
定
を
行
い
、
そ
の
中
で
は
天
災
事
変
の
場
合
は
特
に
減
免
す
る
と
な
っ
て
い
る
﹂
と
主
張
し
て
い
た
が
、
地
主
側
で
も
﹁
海
老
原
外
一
八
名
は
減
収
は
事
実
で
あ
る
か
ら
要
求
を
入
れ
て
穏
や
か
に
解
決
を
﹂
と
認
め
る
動
き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
一
〇
数
名
が
大
日
本
地
主
協
会
に
加
入
し
て
い
て
強
硬
で
あ
り
、
多
数
決
で
要
求
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。︶13
︵
本
埜
村
で
は
鈴
木
亥
之
助
外
四
五
名
の
農
民
組
合
支
部
が
存
在
し
て
い
た
が
、
彼
等
は
小
作
会
と
共
同
闘
争
委
員
会
を
組
織
し
て
応
援
を
行
っ
た
。
ま
た
小
作
側
は
一
反
に
付
水
田
五
〇
銭
、
畑
一
五
銭
の
争
議
資
金
の
積
み
立
て
を
行
い
、
資
金
は
六
〇
〇
円
に
達
し
て
い
た
。
地
主
側
で
は
大
日
本
地
主
協
会
に
応
援
を
求
め
、
両
者
は
譲
ら
な
か
っ
た
。
同
村
農
会
長
の
岩
井
与
四
郎
が
調
停
に
入
り
、
一
九
二
九
年
一
月
に
田
畑
平
均
三
割
五
分
減
で
解
決
を
見
た
の
で
あ
る
。︶14
︵
本
埜
村
争
議
は
県
内
で
は
大
規
模
争
議
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
大
日
本
地
主
協
会
対
全
農
の
衝
突
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
争
議
終
結
後
の
五
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
た
同
村
議
選
で
は
地
主
側
の
吉
植
庄
亮
や
海
老
原
卓
爾
と
共
に
、
小
作
側
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
岩
井
伝
治
が
当
選
し
て
い
た
の
で
あ
る
。︶15
︵
?
?
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央
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︶
︵
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東
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版
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付
︶
︵
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前
掲
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読
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新
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版
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八
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︶
︵
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︶
前
掲
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央
図
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読
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新
聞
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葉
版
﹂︵
一
九
三
〇
年
九
月
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付
︶
︵
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︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
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日
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聞
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版
﹂︵
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十
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︶
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︶
前
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中
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史
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頁
︵
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︶
︵
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五
十
町
歩
以
上
ノ
大
地
主
﹂︵﹃
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本
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業
発
達
史
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収
︶
一
九
五
五
年
、
七
四
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12︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
八
年
九
月
三
十
日
付
︶
︵
13︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
読
売
新
聞
千
葉
版
﹂︵
一
九
三
〇
年
十
月
三
十
日
付
︶
︵
14︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
九
年
一
月
六
日
付
︶
︵
15︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
読
売
新
聞
千
葉
版
﹂︵
一
九
三
一
年
六
月
二
日
付
︶
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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一
九
二
九
年
四
月
十
六
日
午
前
三
時
に
県
警
察
部
は
二
百
数
十
名
の
警
官
を
四
隊
︵
一
隊
は
印
旛
郡
佐
倉
・
八
街
・
酒
々
井
・
和
田
・
内
郷
各
町
村
、
二
隊
は
千
葉
市
内
と
千
葉
郡
都
村
、
三
隊
は
山
武
郡
二
川
村
、
四
隊
は
印
旛
郡
公
津
・
八
生
・
遠
山
・
香
取
郡
本
大
須
賀
各
村
︶
に
分
け
、
共
産
党
関
係
者
の
寝
込
み
を
襲
っ
た
。
︵
１
︶
そ
し
て
共
産
党
員
一
三
名
を
検
挙
し
、
関
係
書
類
を
押
収
し
た
が
、
こ
れ
は
当
日
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
た
四
・
一
六
事
件
︵
第
二
次
共
産
党
事
件
︶
の
一
環
で
あ
り
、
千
葉
県
で
初
め
て
共
産
党
組
織
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
 
た
。
︵
２
︶
八
名
が
起
訴
さ
れ
た
が
、
實
川
清
之
は
全
農
中
央
常
任
委
員
、
大
森
慎
一
郎
、
石
橋
広
吉
、
関
口
進
惟
は
全
農
県
連
書
記
、
中
西
柾
光
は
旧
労
農
党
千
葉
支
部
書
記
長
、
ま
た
細
谷
広
吉
、
堀
内
 晃
は
元
日
農
県
連
常
任
執
行
委
員
、
吉
岡
庄
蔵
は
全
農
山
武
郡
二
川
支
部
の
幹
部
で
あ
っ
た
。
︵
３
︶
こ
の
事
件
は
大
阪
・
京
都
・
新
潟
と
共
に
、
全
農
県
連
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
︵
４
︶
　
ま
た
一
九
二
九
年
十
一
月
一
日
の
新
労
農
党
︵
大
山
郁
夫
党
首
︶
発
足
も
全
農
県
連
に
影
響
を
与
え
た
。
一
九
二
八
年
十
二
月
に
旧
労
農
党
の
再
建
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
共
産
党
は
政
党
で
は
な
く
、﹁
政
治
的
自
由
獲
得
労
農
同
盟
﹂
結
成
の
方
針
に
転
換
し
、
新
労
農
党
結
成
に
は
反
対
し
た
。
千
葉
県
連
内
で
も
共
産
党
の
方
針
に
賛
成
す
る
勢
力
は
新
労
農
党
不
支
持
を
主
張
し
、
新
労
農
党
支
持
派
と
対
立
が
起
こ
っ
た
。
当
時
の
共
産
党
の
方
針
は
﹁
労
働
者
農
民
党
は
、
そ
の
性
格
が
あ
る
時
期
に
ど
ん
な
に
革
命
的
で
あ
っ
て
も
、
容
易
に
通
常
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
に
変
質
す
る
か
ら
、
共
産
主
義
者
は
そ
の
よ
う
な
政
党
の
組
織
を
勧
告
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
﹁
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
大
会
︵
一
九
二
八
︶
の
決
定
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
民
主
勢
力
の
結
集
を
さ
ま
た
げ
る
セ
ク
ト
主
義
的
な
誤
り
で
し
た
﹂
と
今
日
で
は
共
産
党
は
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
︵
５
︶
そ
れ
で
は
全
農
が
新
労
農
党
を
支
持
し
た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
も
そ
も
全
農
は
創
立
大
会
で
政
党
支
持
自
由
の
原
則
を
決
定
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
軽
視
し
て
よ
い
と
云
う
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
十
一
月
二
十
二
日
の
執
行
委
員
会
で
山
本
源
次
郎
は
﹁
竹
尾
書
記
長
は
過
般
の
大
山
郁
夫
一
派
の
新
党
樹
立
の
際
、
自
派
の
幹
部
を
煽
動
し
て
無
理
に
賛
成
せ
し
め
︵
略
︶
新
党
参
加
を
申
し
込
ん
だ
が
、
農
民
組
合
の
左
傾
化
を
懼
れ
、
組
合
員
の
脱
退
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、︵
略
︶
竹
尾
一
派
を
排
除
し
た
い
﹂
と
提
案
し
た
。
当
日
竹
尾
は
大
山
郁
夫
と
北
海
道
を
遊
説
中
で
欠
席
し
て
い
た
が
、
出
席
者
は
全
員
一
致
で
山
本
の
提
案
を
可
決
し
、
十
一
月
二
十
七
日
に
は
除
名
の
決
議
文
を
竹
尾
に
突
き
付
け
た
。
︵
６
︶
し
か
し
竹
尾
か
ら
猛
反
発
を
受
け
、
県
連
は
十
二
月
五
日
の
第
二
回
大
会
を
直
前
に
控
え
て
い
た
の
で
、
決
議
を
取
り
消
し
、
役
員
改
選
で
は
妥
協
を
図
っ
て
平
賀
寅
松
委
員
長
・
竹
尾
 弌
書
記
長
体
制
を
維
持
し
、
大
会
を
乗
り
切
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
︵
７
︶
　
一
九
三
〇
年
一
月
十
四
日
に
全
農
県
連
理
事
会
が
開
か
れ
、
二
月
二
十
日
投
票
の
第
二
回
普
選
の
総
選
挙
対
策
を
協
議
し
た
。
竹
尾
派
は
新
労
農
党
の
候
補
を
各
選
挙
区
か
ら
立
た
せ
る
、
平
賀
派
は
県
連
推
薦
候
補
を
一
名
立
て
る
と
主
張
し
、
両
派
は
対
立
し
た
。
理
事
会
で
は
﹁
組
合
が
政
党
の
食
い
物
に
な
っ
て
は
大
問
題
だ
﹂
と
云
う
意
見
が
多
数
を
占
め
、﹁
組
合
と
し
て
は
何
人
も
推
薦
又
は
応
援
せ
 
ず
、
総
選
挙
は
個
人
の
自
由
に
任
せ
る
﹂
こ
と
を
決
議
し
て
散
会
し
た
。
︵
８
︶
総
選
挙
に
は
社
会
民
衆
党
、
千
葉
労
農
党
が
立
候
補
を
見
送
り
、
新
労
農
党
の
竹
尾
 弌
が
地
元
印
旛
郡
八
生
村
周
辺
と
香
取
・
海
上
・
匝
瑳
三
郡
の
全
農
県
連
右
派
の
支
持
を
受
け
て
第
二
区
か
ら
出
馬
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
選
挙
結
果
は
五
名
中
で
最
下
位
の
落
選
で
あ
り
、
得
票
は
三
、二
五
六
票
で
、
こ
れ
は
二
年
前
の
得
票
の
半
分
に
も
満
た
な
い
惨
敗
で
あ
っ
た
。
︵
９
︶
　
総
選
挙
後
も
県
連
は
平
賀
派
と
竹
尾
派
の
二
派
に
別
れ
て
内
訌
が
続
き
、
そ
の
た
め
﹁
組
合
費
は
殆
ど
納
入
さ
れ
ず
、
連
合
会
の
機
能
が
頓
挫
し
て
い
る
有
様
﹂
で
あ
っ
た
。
三
月
三
日
の
執
行
委
員
会
は
﹁
政
治
的
感
情
問
題
は
抜
き
に
し
て
結
束
を
計
り
、
経
済
的
闘
争
に
邁
進
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
﹂
こ
と
で
衆
議
が
一
致
し
、
①
総
選
挙
の
際
に
中
央
本
部
が
発
し
た
声
明
書
を
各
組
合
員
に
配
布
し
て
徹
底
す
る
こ
と
、
②
平
賀
委
員
長
が
自
転
車
で
県
下
各
支
部
を
巡
回
し
て
情
勢
を
視
察
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
肝
心
の
竹
尾
書
記
長
は
欠
席
で
あ
っ
た
。︶10
︵
　
三
月
十
八
日
に
佐
倉
町
の
全
農
県
連
事
務
所
で
佐
藤
 準
と
石
井
大
作
が
仲
介
役
で
平
賀
派
と
竹
尾
派
の
妥
協
が
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
竹
尾
派
は
労
農
党
勢
力
拡
張
に
全
力
を
注
い
で
お
り
、
歩
み
寄
り
は
な
か
っ
た
。︶11
︵
全
農
県
連
の
常
任
委
員
の
間
に
は
﹁
県
連
畑
中
書
記
が
労
農
党
の
仕
事
に
力
を
入
れ
て
い
る
﹂
と
の
不
満
の
声
が
あ
り
、
四
月
三
日
の
理
事
会
は
竹
尾
書
記
長
を
罷
免
し
た
の
で
あ
る
。︶12
︵
　
と
こ
ろ
で
新
労
農
党
を
め
ぐ
っ
て
は
八
月
二
十
九
日
に
同
党
大
阪
府
支
部
連
合
会
が
党
の
解
消
決
議
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
竹
尾
同
党
千
葉
県
支
部
執
行
委
員
長
は
﹁
本
県
連
合
会
は
大
し
た
動
揺
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂
と
解
消
反
対
の
態
度
で
 
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
全
農
県
連
内
に
影
響
を
与
え
た
。
全
農
は
﹁
政
党
と
無
関
係
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問
題
で
の
声
明
を
発
す
る
必
要
は
な
い
﹂
と
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
平
賀
寅
松
委
員
長
は
声
明
書
を
出
し
て
こ
の
際
に
全
農
の
立
場
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
執
行
委
員
の
石
橋
広
吉
は
声
明
書
を
出
す
こ
と
に
強
く
反
対
し
た
。
平
賀
は
声
明
を
出
す
こ
と
で
新
労
農
党
不
支
持
を
鮮
明
に
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
政
党
と
大
衆
団
体
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
平
賀
、
石
橋
両
派
間
に
も
対
立
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。︶13
︵
　
労
農
党
解
消
問
題
で
は
同
党
千
葉
県
支
部
は
大
山
郁
夫
党
首
の
解
消
時
期
尚
早
論
を
支
持
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
十
月
に
河
上
 肇
同
党
機
関
紙
部
長
が
解
党
意
見
書
を
発
表
す
る
と
、
竹
尾
は
こ
れ
に
賛
成
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
十
一
月
十
八
日
の
同
党
県
支
部
拡
大
執
行
委
員
会
は
竹
尾
委
員
長
を
除
名
し
た
の
で
あ
る
。
竹
尾
は
﹁
こ
れ
ま
で
労
農
党
第
一
主
義
に
立
て
来
て
今
更
解
消
を
唱
へ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
変
だ
が
﹂
と
自
嘲
的
な
談
話
を
出
し
て
い
る
。︶14
︵
大
衆
団
体
で
あ
る
全
農
県
連
に
労
農
党
支
持
を
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
き
た
張
本
人
が
、
今
度
は
そ
の
労
農
党
の
解
党
を
謀
っ
て
除
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
政
党
の
都
合
で
大
衆
団
体
を
引
き
回
す
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
全
農
県
連
は
十
一
月
二
十
五
日
に
成
田
町
の
田
鶴
屋
で
第
三
回
大
会
を
開
催
し
た
。
役
員
改
選
で
新
委
員
長
に
堀
内
 晃
が
選
出
さ
れ
、執
行
委
員
に
は
鹿
倉
弥
吉
・
長
谷
川
亀
吉
・
佐
藤
 準
・
石
橋
広
吉
・
根
本
信
治
、
統
制
委
員
長
に
平
賀
寅
松
、
同
委
員
に
は
石
井
大
作
・
渡
辺
貞
次
郎
が
な
っ
た
。
︶15
︵
そ
し
て
同
日
に
開
か
れ
た
第
一
回
執
行
委
員
会
で
は
政
治
部
長
佐
藤
 準
、
争
議
部
長
根
本
信
治
、
組
織
宣
伝
部
長
長
谷
川
亀
吉
、
財
務
部
長
小
別
当
小
三
郎
、
教
育
部
長
石
橋
広
吉
、
婦
人
部
長
西
島
亀
代
、
青
年
部
長
山
本
文
一
の
各
専
門
部
長
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
幹
部
に
は
全
国
大
衆
党
や
労
農
党
の
関
係
者
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
全
農
県
連
内
の
平
賀
・
竹
尾
両
派
の
対
立
を
克
服
す
る
新
体
制
と
し
て
出
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。︶16
︵
?
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前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
九
年
十
一
月
二
十
四
日
付
︶
︵
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︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
小
松
七
郎
﹃
千
葉
県
民
主
運
動
史
︵
戦
前
編
︶﹄
一
九
七
七
年
、
四
八
頁
︵
３
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
読
売
新
聞
千
葉
版
﹂︵
一
九
三
〇
年
一
月
十
七
日
付
︶
五
月
二
十
七
日
の
千
葉
地
裁
判
決
は
實
川
懲
役
八
年
、
大
森
・
中
西
同
七
年
、
細
谷
・
石
橋
は
懲
役
二
年
で
あ
っ
た
が
、
執
行
猶
予
五
年
、
堀
内
は
無
罪
で
、
吉
岡
と
関
口
は
病
気
の
た
め
公
判
が
延
期
と
な
っ
て
い
た
。
︵
４
︶
前
掲
﹃
農
民
組
合
五
十
年
史
﹄
一
四
五
頁
︵
５
︶﹃
日
本
共
産
党
の
八
十
年
﹄
二
〇
〇
三
年
、
三
五
頁
︵
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︶
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図
書
館
蔵
﹁
東
京
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版
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二
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︶
︵
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前
掲
中
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図
書
館
蔵
﹁
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
二
九
年
十
二
月
六
日
付
︶
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︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
読
売
新
聞
千
葉
版
﹂︵
一
九
三
〇
年
一
月
十
六
日
付
︶
︵
９
︶
前
掲
中
央
図
書
館
蔵
﹁
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
﹂︵
一
九
三
〇
年
二
月
二
十
二
日
付
︶
尚
、
小
松
七
郎
前
掲
著
に
よ
れ
ば
、
こ
の
選
挙
に
第
二
区
か
ら
平
賀
寅
松
全
農
県
連
委
員
長
が
日
本
共
産
党
の
指
導
し
て
い
た
選
挙
闘
争
同
盟
の
推
薦
を
受
け
て
立
候
補
し
た
。
し
か
し
法
的
な
届
出
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
得
票
は
無
効
と
さ
れ
、
開
票
の
途
中
で
得
票
数
の
発
表
が
禁
止
さ
れ
た
と
云
う
。
︵
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︵
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版
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図
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一
九
二
八
年
に
普
選
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
我
が
国
の
歴
史
に
お
い
て
画
期
的
な
意
義
を
持
っ
た
。
今
ま
で
政
治
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
人
々
の
声
が
、
女
性
を
排
除
し
て
い
た
問
題
点
を
残
し
て
は
い
た
が
、
政
治
に
届
く
制
度
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
千
葉
県
で
も
﹁
新
興
勢
力
の
台
頭
を
示
す
も
の
と
し
て
意
味
深
い
﹂
と
 
か
、﹁
無
産
者
側
の
候
補
を
立
て
て
戦
っ
た
こ
と
は
、
県
政
史
に
新
し
い
紀
元
を
画
す
る
も
の
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
﹂
と
無
産
者
の
登
場
に
好
意
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
無
産
者
の
声
を
現
実
に
取
り
上
げ
る
た
め
に
、
ま
た
激
し
さ
を
増
し
て
い
た
地
主
攻
勢
に
反
撃
す
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
農
民
組
合
の
統
一
は
切
実
な
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
全
国
農
民
組
合
の
誕
生
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
千
葉
県
で
は
各
地
に
小
作
争
議
が
勃
発
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
国
民
の
重
要
食
料
で
あ
る
農
産
物
の
生
産
向
上
を
目
指
す
も
の
で
な
く
、
都
会
の
有
名
人
の
住
宅
や
別
荘
地
を
確
保
す
る
た
め
に
、
小
作
人
た
ち
を
追
い
出
す
、
ま
さ
に
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
的
な
土
地
取
り
上
げ
争
議
と
、
大
日
本
地
主
協
会
と
全
農
の
対
立
を
背
景
に
持
っ
た
千
葉
県
の
小
作
争
議
と
し
て
は
珍
し
い
大
規
模
争
議
と
の
二
つ
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
住
む
家
ま
で
追
い
出
さ
れ
る
悲
惨
さ
や
、
旱
水
害
に
よ
る
不
安
定
な
天
候
に
よ
っ
て
折
角
の
収
穫
が
皆
無
と
な
り
、
自
ら
の
飯
米
に
も
窮
す
る
惨
め
さ
を
克
服
す
る
道
は
同
じ
悩
み
や
境
遇
の
者
た
ち
が
団
結
し
て
立
ち
上
が
る
以
外
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
普
選
へ
の
対
応
は
農
民
組
合
に
混
迷
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
組
合
と
支
持
政
党
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
全
農
は
一
九
二
八
年
の
創
立
大
会
で
初
め
て
政
党
支
持
自
由
の
原
則
を
採
択
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
全
農
県
連
で
は
一
九
三
〇
年
二
月
の
第
二
回
普
選
の
総
選
挙
に
際
し
て
、
竹
尾
 弌
全
農
県
連
書
記
長
が
県
連
に
新
労
農
党
の
支
持
を
求
め
、﹁
我
々
は
目
的
遂
行
の
た
め
に
は
、
組
合
の
分
裂
も
恐
れ
な
い
﹂
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
さ
す
が
に
県
連
内
の
多
数
が
同
調
し
な
か
っ
た
し
、
県
連
が
﹁
組
合
と
し
て
は
何
人
も
推
薦
又
は
応
援
せ
ず
、
総
選
挙
は
個
人
の
自
由
に
任
せ
る
﹂
と
決
議
し
た
こ
と
は
、
大
衆
団
体
が
特
定
政
党
を
支
持
し
な
い
と
云
う
全
農
創
立
大
会
以
来
の
方
針
を
貫
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
け
れ
ど
も
全
農
中
央
本
部
自
体
が
結
成
三
年
に
し
て
政
党
支
持
自
由
の
原
則
を
投
げ
捨
て
た
こ
と
か
ら
、
折
角
に
統
一
し
て
誕
生
し
た
全
農
は
一
九
三
一
年
八
月
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
。
　
一
九
三
〇
年
代
に
千
葉
県
の
農
民
運
動
は
混
迷
の
荒
波
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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月 日 郡名 町村名 場       所 聴衆数 演説会の感想
有効
投票数
田中
得票数
得票率 順位
1 1 長生郡 一 宮 町 公 会 堂 500 多 大 な 感 動 745 50 6.7 3位
1 3 長生郡 土 睦 村 土 睦 小 学 校 400 熱 狂 812 218 26.9 2位
1 4 長生郡 東 村 豊 原 小 学 校 180 人 出 少 な し 593 202 34.1 2位
1 5 長生郡 西 村 西 村 小 学 校 60 極 め て 少 数 671 9 1.3 5位
1 6 長生郡 鶴 枝 村 鶴 枝 小 学 校 300 満 場 熱 誠 496 97 19.6 2位
1 7 長生郡 太 東 村 太 東 小 学 校 300 失 敗 423 38 9.0 3位
1 8 長生郡 八 積 村 八 積 小 学 校 150 熱 狂 425 89 21.0 2位
1 9 長生郡 一 松 村 一 松 小 学 校 200 盛 会 428 29 6.8 3位
1 10 長生郡 高根本郷村 高 根 小 学 校 150 盛 会 441 15 3.4 3位
1 11 長生郡 関 村 関 小 学 校 120 盛 会 478 12 2.5 6位
1 12 長生郡 本 納 町 本 納 小 学 校 150 大 体 成 功 549 2 0.4 5位
1 13 長生郡 二宮本郷村 二宮本郷小学校 120 ・ 424 47 11.1 5位
1 14 長生郡 東 郷 村 東 郷 小 学 校 100 熱 心 655 9 1.4 5位
1 15 長生郡 茂 原 町 茂 原 小 学 校 1000 未曾有の盛会 1072 50 4.7 5位
1 16 長生郡 一 宮 町 公 会 堂 100 不 充 分
1 16 長生郡 日 吉 村 日 吉 小 学 校 250 盛 会 434 17 3.9 3位
1 16 長生郡 茂 原 町 藻原寺（立会） 1400 盛 会
1 17 長生郡 茂 原 町 藻 原 寺 500 大山演説に感動
1 17 長生郡 庁 南 町 庁 南 小 学 校 300 大山演説に感動 584 85 14.6 4位
1 18 長生郡 東 村 八 板 小 学 校 ・ ・
長生郡 五 郷 村 演説会未開催 ・ ・ 370 35 9.5 5位
長生郡 長 柄 村 演説会未開催 ・ ・ 650 1 0.2 5位
長生郡 豊 栄 村 演説会未開催 ・ ・ 482 5 1.0 4位
長生郡 豊 岡 村 演説会未開催 ・ ・ 561 2 0.4 5位
長生郡 白 潟 村 演説会未開催 ・ ・ 454 1 0.2 6位
長生郡 南 白 亀 村 演説会未開催 ・ ・ 532 0 0.0 6位
長生郡 豊 田 村 演説会未開催 ・ ・ 509 8 1.6 5位
長生郡 新 治 村 演説会未開催 ・ ・ 401 3 0.7 5位
長生郡 東 浪 見 村 演説会未開催 ・ ・ 386 16 4.1 3位
長生郡 水 上 村 演説会未開催 ・ ・ 370 20 5.4 3位
合　　　　　　　　　　　　　　　計 13945 1060 7.6 
表１　田中候補の演説会
一九三〇年代初頭の千葉県農民運動
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研究論文
The 1930’s beginning peasant movement of Chiba Pref. 
Hiroki IKEDA
Abstract
　The universal suffrage of Japan was carried out in 1928 for the first time. Peasants have expected universal 
suffrage and supported the proletarian party.  Furthermore they fought well in the universal suffrage.
　The peasant union was disuniting in that time. However, the peasant union unified it after the universal 
suffrage. And they orgnized the National Peasant Union. 
　The National Peasant Union received a big suppression by the April 16 Incident. The biggest subject of the 
National Peasant Union was the relation with the proletarian party.   
　This paper examines the 1930’s beginning peasant movement of Chiba Pref. 
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